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【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 

【議員】 ９名 

村松徹、中島正寿、美濃部弥生、渡口禎、冨永純子、久保井博美、日下部広

志、森重博正、古里幸太郎 

日 程 令和 ６年（2024年）7月 17日（水）～ 7月 19日（金） 

詳 細 

視察日及び視察先 7月 17日（水）北海道 苫小牧市 

視 察 内 容 ヤングケアラー支援条例について 

概 要 

近年全国で、「ケアラー支援条例」を制定する自治体が増えてきている中、

苫小牧市は北海道内で唯一の、ヤングケアラーに特化した「苫小牧市ヤングケ

アラー支援条例」を制定し、その支援に先駆的に取組んでいる。 

先に道が実施したヤングケアラー実態調査では、小学高学年の 4.7％、中学

2年生の 3.9％、高校 2年生の 3.0％がヤングケアラーであり、そのうちの 8割

程度が誰にも相談したことがないという状況が明らかになった。同条例の制定

は、岩倉苫小牧市長も公約に掲げられており、苫小牧市は、ヤングケアラー及

びその家族を支援するための施策を総合的に推進するため、この条例を制定す

ることとした。 

令和 4年度、関係部署（こども・福祉・教育）による庁内担当者会議を（令

和 4年度は 3回、令和 5年度は 4回）開催後、令和 5年度には外部有識者や関

係団体代表者なども含めて構成された「ヤングケアラー支援条例検討部会」を

設置。4回にわたる部会の開催で議論を重ね骨子案を作成、パブリックコメン

ト実施後、令和 6 年 3 月、市議会予算等審査特別委員会において条例議案審

議、可決成立の運びとなり、令和 6年 4月より施行となった。 

条例の制定と同時に、条例第 9条第 1号に規定する指針として「ヤングケア

ラー支援ガイドライン」を作成されている。支援を必要とする子どもたちを取

り巻く様々な立場の大人が、具体的にどのように支援していけばよいのか、参

考になる手がかりや支援の流れが示されており、ヤングケアラーに「気づき、

見守り、ひとりにしない」ため、適切な方法・内容により支援が行われること

を目指している。 

また同市では、条例の周知啓発事業として具体的に、ポスターやリーフレッ

トの作成配布の他、シンポジウムの開催、高校生を対象にしたワークショップ

の開催（動画作成、SNSでの拡散）、市民や関係機関に対する出前講座などに取

組んでいる。 

 

 

 

ヤングケアラーは、①家族の世話や家庭でのお手伝いは悪い事ではない②小

さいころから日常的に行っている家族のケアでありヤングケアラーであると

本人が認識しにくい③家庭内の問題であり他人に相談するべきではないなど
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所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

の理由で、その存在は顕在化しにくいというのが大きな特徴である。しかも、

健やかな発達や教育、社会性を育むことが不十分なまま、貴重な子どもの時期

を過ごし続けるということは、後々の人生に悪影響をおよぼし、社会的に孤立

してしまう可能性も高く、深刻な社会問題である。 

また、子どもには「子どもの権利条約」にうたわれているように、生きる権

利、教育を受ける権利、遊ぶ権利など、守られなければならない権利がある。

苫小牧市は、ヤングケアラーに特化した条例を策定した理由のひとつとして、

この「子どもが守られるべき権利をまもる」という観点をあげられており、深

く納得することができた。例えば、ヤングケアラーの存在の把握を「早期発見」

とは言わず「気づく」という言葉を使うこだわりなどからもその思いを感じら

れた。 

同市のヤングケアラー支援条例はまだ制定されたばかりだが、すでに、支援

のためのガイドラインが出来上がっているなど、取組がスピーディーだと感じ

た。質疑応答の中で実際に紹介していただいた、「自分がヤングケアラーでは

ないかと気づくことができた当事者が支援につながるまで」の事例のように、

具体的な支援の実績はこれからどんどん蓄積されていくであろう。 

今、特に高校生などの若い世代を対象として条例の周知啓発事業に取組んで

おられ、今後さらに市民の「ヤングケアラー」の認知度があがっていくと確信

した。また、この条例が広まることで、ヤングケアラーの状況や抱えている課

題を、社会的に解決していかなければならないという市民の認識が強くなると

ともに、子どもたち自身が、自分たちの「守られるべき権利」についての理解

が深まることも大変期待される。 

改めて、顕在化されにくいヤングケアラー支援のためには、社会全体でヤン

グケアラーの視点を持ち、気付き、見守り、必要に応じて支援につなげられる

環境づくりがいかに大切であるかを学ばせていただき、本市でも参考にしたい

内容も多く、大変有意義な視察となった。 

この度、快く視察を受け入れていただきました苫小牧市様、ご説明者の健康

こども部こども家庭支援室室長 斉藤様に心より感謝申し上げ、視察報告とす

る。 

 

市議会公明党 久保井博美 
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視察の様子 

 

 

 

 

 



4 

 

【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 
【議員】 9名 村松徹、中島正寿、美濃部弥生、渡口禎、冨永純子、 

久保井博美、日下部広志、森重博正、古里幸太郎 

日 程 令和６年（2024年）７月 18日（木）10：00～11：30 

詳 細 

視察日及び視察先 
７月 18日（木）   

北海道 苫小牧市役所 総合政策部まちづくり推進課 

視 察 内 容 苫小牧市の交通政策と MaaS 

概 要 

苫小牧市は、東西に 40ｋｍ、南北 24ｋｍと東西に長い長方形の市域であり、

西側に高齢者が多く、バス路線も赤字とのこと。 

MaaSを用いて移動困難者を救済できないかという観点から、「とまこまい版

MaaS構想」策定に向けた取組みの一つで、「苫小牧市地域公共交通計画」で位

置付けられた「新たなモビリティサービスの導入に関する調査研究」の一環と

して、将来的な実装化に向けた【自動運転バス実証運行】の効果検証を行った。 

【実証運行の概要】 

・運行期間：2023年 9月 20日（水） 14:00〜16:00 

    ：2023年 9月 21日（木）～10月 15日（日） 10:00～16:00 

・運行ルート：苫小牧駅前（市街地エリア）～「海の駅ぷらっとみなと市場」

（ウォーターフロントエリア）間を 1日 5便運行。1便当たり 11 人（オペレ

ーター含む）乗車可能。 

【車両の特徴】 

・事前に設定したルートを、ハンドル操作なく自動で走行。 

・遠隔監視及び車内には操作オペレーターが乗車し、安全管理を徹底。 

・時速 20km/hでゆっくり走行。 

・実証運行のため、乗車料金は無料。 

【課題】 

・イニシャルコストが多額(車両費用は 1 台あたり最大 8,000 万円、その他初

期費用が 1カ所あたり最大 2,000万円かかり、約 6,500万円〜1億円程度が必

要になる) 

・安全性を重視すると、危険を察知する効果が高まる一方、バッタの大量発生

なども危険と判断し止まってしまう。 

・完全な自動運転ではなくオペレーターが乗り込む必要がある。 

・高齢者は、運転手がいないことに不安感がある。 

・ハッキング・通信不調を回避できない。（ＡＩ技術がまだまだ追いつかない。） 

・将来は、1 クリック、2 クリックで呼べるアプリをと考えているが、高齢者

に ICTを活用してもらうのが難しい。 
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所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

 自動運転バスの実現は、運転手不足に対応し、雇用コストも削減出来、移動

に送り迎えが必要だった高齢者の自立した移動が実現すると共に、ダイヤやル

ートの充実、市民の利便性向上と利用者増加を両立させることが出来る。また、

居眠りやドライバーの操作ミスが起きないため、事故を抑制することも可能と

なり期待が高まる。 

 一方で、苫小牧市が抱える課題に加え、本市では高低差があり、道幅が狭く

車線も少ない為、時速 20ｋｍで自動運転バスを走らせたらすぐに大渋滞とな

ってしまう。 

 課題を挙げればきりがないが、依然として、市民要望が大変大きいバスの増

便、路線拡大に応える為にも新たな方途を探っていかなければならない。更な

る技術革新に期待する。 

 

結びに、苫小牧市民の足の確保に熱い思いを持ち、私たちの視察にも丁寧にご

対応下さった主幹に心より感謝申し上げます。 

 

                     市議会公明党 美濃部 弥生 
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視察の様子 
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【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 
【議員】 9名 村松徹、中島正寿、美濃部弥生、渡口禎、冨永純子、 

久保井博美、日下部広志、森重博正、古里幸太郎 

日 程 令和６年（2024年）７月 18日（木） 13：30～15：00 

詳 細 

視察日及び視察先 ７月 18日（木）   

視 察 内 容 蝦夷地開拓移住隊士の墓・苫小牧市勇武津資料館 

概 要 

本市と姉妹都市となる苫小牧市その淵源となる八王子千人同心の開拓地での歴史

を知るとともに、苫小牧市市政施行 50 周年、八王子千人同心移住 200 年を記念し

整備された苫小牧市勇武資料館（2001 年 4 月 1 日に開館）。 

ここは、江戸時代末期に勇払に所在した勇武津会所の外観にちなんで建てられ、

当時の生活をしのばせる調度品、弁天貝塚から出土した資料を展示これらの見学。 

 所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

勇武津場所にかかわった会所関係の墓石 9 期 10 人分、八王子千人同心関係の墓石

4 基 9 人分、場所請負人関係の墓石 2 基 7 人分、その他不明の墓石 3 基 3 人分、

合計 18 基 29 人分の墓石がまつられ、墓石群はかつて勇払原野に散在していたが

戦後、勇払墓地に集合し建立されました。 

毎年８月２０日には地元町会が中心となり慰霊祭が行われています。 

中でも、弱冠２５歳で悲運の最後を遂げた勇払詰め役員河西祐助の妻梅の墓があ

り、当時の不慣れな生活環境での生活の厳しさを伺い知ることができました。 

極寒の地で開拓を任された千人同心への苫小牧市民の温かな思いに触れる事がで

き勇武資料館に於いても心温まる歓待を受け有意義な視察となりました。 

姉妹都市苫小牧市との更なる交流絆を深める取り組みの重要性を感じた。 

 

市議会公明党 渡口 禎 

視察の様子 
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【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 
村松徹、中島正寿、美濃部弥生、渡口 禎、冨永純子、久保井博美、 

日下部広志、森重博正、古里幸太郎 

日 程 2024年 7月 19日(金) 

詳 細 

視察日及び視察先 2024年 7月 19日(金) 午後 10時～ 於）こども未来館あいぽーと 

視 察 内 容 こども未来館（あいぽーと）について 

概 要 

北海道石狩市では、児童館・放課後児童クラブの利用者増加と共に、子ど

もの居場所づくり対策として、特に中高生への居場所づくりを重要施策と

して、大型児童センター「こども未来館（あいぽーと）が建設された。 

 

【施設の特徴】 

環境に配慮する建物として、 

・自然光を積極的に活用し、照明エネルギーを削減 

・小型風力発電・太陽光発電の設置 

・外気の導入 など、 

排出される CO2の削減、管理費全体の負担を減らすことを目指して設計。 

 

【事業運営体制】 

NPO法人へ業務委託。経費削減が目的でなく、当該団体が持つノウハウを

児童館運営に活用し、児童館を利用するこども達の立場に立った児童館運

営を行うことを期待しての決定。 

 

【特色ある取組】 

（１） こども会議 

小学 3 年生から高校生で構成され、自分で考え行動し自治できる

子どもたちを育てていくことを目指している。 

（２） スタジオ会議 

スタジオを利用する中学生・高校生のダンス・バンドグループで構

成される会議で、施設や楽器・機材の使い方を学び、ライブ活動の

企画・実施を行う。 

（３） IYP（石狩ヤングプロジェクト）との関わり 

子どもの視点から考え、行動していくプロジェクトチーム。「あい

ぽーと」の愛称決定や、「こどもの権利条約」策定に向けて様々な

活動を行なっている。 
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所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

本市では、児童館の再編を含めて「こどもの居場所づくり」に関して議

論を進めているところです。こども目線での児童館運営、こども達が自

ら関わり行事の日程やルールの検討を行なっている現状など、非常に意

義のある視察となりました。八王子市においても、石狩市での学びを参

考に、未来を担うこども達の為になる政策が進むよう、取組を進めてま

いります。 

市議会公明党   日下部 広志 

 

視察の様子 

 

 

 


